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　新たに導入した教材は、『TOEIC テスト演習2000コース』及び『ASL Smart Learning「TOEFL®テスト
対策コース」』である。新TOEICテスト受験に対応したリスニング、リーディング教材である『TOEIC テ
スト演習2000コース』では、目的に応じて、本テストの1/4スケールからフルスケールとテストパター
ンにおける時間を選択することができ、多様なスケールのTOEICテスト対策教材の拡充化により授業外学
習を促すことが可能である。TOEICスコアを向上することで、学生の就職対策の一環にもなる。一方、『ASL 
Smart Learning「TOEFL®テスト対策コース」』には、リスニング、文法、リーディング対策コース及び
模擬テストが登載されている。模擬テストはフルサイズのTOEFL ITPテスト形式とTOEFL iBTテスト形式
から成っている。
　2014年度の試みとしては、共通外国語科目である「英語 b」の一部の授業で受講者が課題として1/4ス
ケールのTOEIC演習を行った。授業内では担当教員指導の下、グループワークによるピアレビューを行う
ことで双方向型授業を実施したり、1/2スケールの模擬テストを実施した。TOEIC関連科目である「英語
強化コース」では、受講者は課題として1/4スケールのTOEIC演習を行った。授業内では担当教員指導の
下、グループワークによるピアレビューやオーラルプレゼンテーションを行い、フルスケールの模擬テス
トを実施した。2015年度の試みとしては、前年度に引き続き、TOEIC演習教材を用いて「英語 b」及び「英
語強化コース」の受講生のスコアアップを目指し、授業外と授業内における双方向型授業を行った。また、
留学を希望する学生への事前指導を強化し、「海外語学研修」の授業外サポートとして『TOEFL®テスト
対策コース』を使用した。学生には課題として授業外でリスニング、文法、リーディングの各レッスンを
行い、授業内においては、担当教員の下、各レッスンに対応した英文エッセイの作成やオーラルプレゼン
テーションを行った。
３．調査のデザイン
3.1　調査の目的
　2014年度及び2015年度に行った英語の事前テストと事後テストを利用し、総合得点及び各セクション
（リスニングセクション、リーディングセクション）における得点の伸びを全学及び学類別に分析する。
3.2　調査方法
　2014年度に関しては、2014年４月、入学前に習熟度別クラス分けのために全1年生に実施した英語の
プレイスメントテストを事前テストとし、2015年２月、後期終了後に実施した、同レベルの異なるテス
トを事後テストとした。テストには、リスニング、リーディングの２セクションで構成されるVELC Test
を使用し、トータルスコアと各セクションのスコアの分布を比較した。さらに、学類別のテスト結果を
分析し、英語授業の効果や課題について検討した。2015年度に関しては、2015年４月、全1年生に実施
した英語のプレイスメントテストを事前テストとし、2015年２月に実施したテストを事後テストとした。
2014年度同様VELC Testを使用し、トータルスコアと各セクションのスコアの分布を比較した。さらに、
学類別のテスト結果を分析し、英語授業の効果や課題について検討した。
3.3　調査対象者
　本研究のデータ対象者は2014年４月のプレイスメントテストを受講した本学１年生607名、2015年２
月に事後テストを受講した本学１年生493名（重複あり）、及び2015年４月のプレイスメントテストを受
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講した本学１年生600名、2016年２月に事後テストを受講した本学１年生483名（重複あり）である。
3.4　調査項目
　本研究の調査項目は以下の通りである。
　⑴　全学的に2014年４月に実施した事前テストと比較して、事後テストの得点に向上が見られるか。
　⑵　学類別では事後テストの得点に事前テストからの伸びが見られるか。
　⑶　全学的に2015年４月に実施した事前テストと比較して、事後テストの得点に向上が見られるか。
　⑷　学類別では事後テストの得点に事前テストからの伸びが見られるか。
４．2014年度調査結果
4.1　全受験者平均スコア
　2014年度に実施した事前テストと事後テストの結果をその総合得点（Total）とセクションごと
（Listening/Reading）に比較した（図4.1参照）。
 
図4.1　2014年度 事前・事後テスト平均スコア
　総合得点の平均得点に関しては、事前テストで423.2点であったのに対し事後テストで426.7点であり、
3.5点の得点の伸びが見られた。これにより、2014年度の１年間の英語授業の成果が事後テスト結果に表
れたことが明らかになった。セクション別の得点差では、リスニングセクション（Listening）において
は＋8.7点、リーディングセクション（Reading）では－1.8点という結果になり、リーディングスキルの
得点は下がったが、リスニングスキルに関して顕著な伸びが見られた。本学では、必修の英語授業の授業
数が学類毎に異なるため、英語プログラムの効果も授業数に比例すると予想される。次のセクションでは
学類別に事前テストと事後テストの得点差を見ていき、各学類におけるe-learning教材を使用した英語授
業の効果を検討していく。
4.2　学類別平均スコア比較
　事前（1回目）、事後（2回目）テストの結果を学類別に比較した（図4.2参照）。
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図4.2　2014年度 事前・事後テスト学類別平均スコア
　国際学類の事前・事後テストスコアの結果を見ると、総合得点の平均得点に関しては、事前テストで
441.3点であったのに対し、事後テストで453.2点であったため、＋11.9点の得点の伸びが見られた。リ
スニングセクションでは＋20.2点、リーディングセクションでは＋4.3点という得点の伸びが見られ、特
にリスニングスキルの向上が顕著であった為、e-learning教材導入による英語授業の効果がテスト結果に
表れたと考えられる。
　日本文学・文化学類の事前・事後テストの得点を見てみる。総合得点の平均点に関しては、事前テスト
で405.6点であったのに対し、事後テストで416.8点であったため、＋11.2点という差があり、国際学類
同様、顕著な伸びが見られた。セクション別では、リスニングセクションでは＋16.5点、リーディング
セクションでは＋7.0点という得点の伸びが見られ、国際学類同様、リスニングスキルの向上が顕著であっ
た為、e-learning教材を使用した英語授業の効果がテスト結果に表れたと考えられる。但し、2014年4月
の受験者数が103名であったのに対して、2015年２月の受験者数が55名となっており、半数の学生が事
後テストを受験しなかったことが明らかである。受験生の多くが、当該学類に所属している学生の中でも、
英語が得意な学生や意欲的な学生であった可能性があり、信憑性の高い結果が得られたとは言えない。英
語授業の効果を検討するに当たり、より信頼性のあるデータを得る為には、今後、事後テストでより多く
の学生に受験してもらう取り組みが必要であるだろう。
　心理・社会学類の事前・事後テストスコアを見ると、総合得点の平均点に関しては、事前テストで
412.7点であったのに対し、事後テストでは421.1点であったため、＋8.4点という差があり、国際学類や
日本文学・文化学類同様、得点が伸びたことが明らかになった。リスニングセクションで＋13.8点とい
う顕著な伸びが見られたため、前述の学類同様、英語bにおけるe-learning教材の使用効果が功を奏した
と考えられる。リーディングでも＋3.3点という僅かな得点の伸びがあった。
　次に、やはり2014年の学類編成に伴い、心理・社会学類から独立したこども発達学類の事前・事後テ
ストスコアを見ていく。総合得点の平均得点に関しては、428.3点であったのに対し、事後テストでは
423.8点であったため、－4.5点という得点の減少が見られ、英語力が伸びなかったことがわかった。セ
㻌
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クション別では、リスニングで－1.9点とやや減少し、リーディングにおいては、－8.2点という点差となり、
リーディングスキルが大幅に低下したことが明らかになった。当該学類の４月の事前テストの平均スコア
は、健康栄養学類、国際学類に次いで、全学類中３番目に高く、e-learning教材を導入した英語bの授業では、
比較的英語基礎学力を身に付けているが、国際学類の学生と比べて英語の学習意欲が比較的低いと思われ
る学生の英語力を伸ばすことが不可能であったことがわかる。
　次に、服飾造形学類の事前・事後テストスコアの結果を見ると、総合得点の平均得点に関しては、事前
テストで398.4点であったのに対し、事後テストで407.0点であったため、＋8.6点の得点の伸びが見られ
た。リスニングセクションでは＋13.3点、リーディングセクションでは＋3.4点という得点の伸びが見ら
れ、特にリスニングスキルの向上が顕著であった為、英語授業におけるe-learning教材使用の効果があっ
たと考えられる。
　健康栄養学類の事前・事後テストスコアの結果を見ると、総合得点の平均得点に関しては、459.8点で
あったのに対し、事後テストでは452.4点であったため、－7.4点の差があり英語力の伸びは見られなかっ
た。セクション別では、リスニングで、－0.4点、リーディングで－14.8点という点差となり、リーディ
ングスキルが大幅に低下したことが明らかになった。当該学類の事前テストの平均得点は全学類で最も高
かった。その為、前述のこども発達学類同様、e-learning教材を使用した英語授業が高学力の学生の英語
力向上には効果的ではなかったと考えられる。
　家政福祉学類の事前・事後テストスコアの結果を見ると、総合得点の平均得点に関しては、事前テスト
で393.0点であったのに対し、事後テストで399.2点であったため、＋6.2点という得点の伸びが見られた。
セクション別では、リスニングで＋8.8点という顕著な伸びが見られたため、多くの学類同様、英語ｂに
おけるリスニングのe-learning教材の使用や自学自習が有効に働いたと考えられる。リーディングで＋3.2
点となっており、僅かではあるがリーディングスキルの向上が見られた。当該学類の事前テストの平均得
点は全学類で最低点であった為、英語の基礎学力が不足している学生が多く存在していると考えられる。
前述の服飾学類同様、習熟度別クラスの英語授業が基礎学力の不足している学生には有効に働いた可能性
が高いと思われる。
　次に、2015年度における事前テストと事後テストの得点差を見ていき、各学類におけるe-learning教材
を使用した英語授業の効果を検討していく。
５．2015年度調査結果
5.1　全受験者平均スコア
　2015年度に実施した事前テストと事後テストの結果をその総合得点（Total）とセクションごと
（Listening/Reading）に比較した（図5.1参照）。
　総合得点の平均得点に関しては、事前テストで412.6点であったのに対し事後テストで420.5点であり、
＋7.9点という大幅な得点の伸びが見られた。これにより、2015年度の1年間の英語授業の成果が事後テ
スト結果に表れたことが明らかになった。セクション別の得点差では、リスニングセクション（Listening）
においては＋13.7点、リーディングセクション（Reading）では＋3.5という結果になり、両スキルにお
いて得点の伸びが見られ、e-learningを使用した授業効果が特にリスニングスキルにおいて見られた。次
のセクションでは学類別に事前テストと事後テストの得点差を見ていき、各学類におけるe-learning教材
を使用した英語授業の効果を検討していく。
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図5.1　2015年度 事前・事後テスト平均スコア
5.2　学類別平均スコア比較
　事前（１回目）、事後（２回目）テストの結果を学類別に比較した（図5.2参照）。
　国際学類の事前・事後テストスコアの結果を見ると、総合得点の平均得点に関しては、事前テストで
419.7点であったのに対し、事後テストで437.3点であったため、＋17.6点という飛躍的な得点の伸びが
見られた。リスニングセクションでは＋26.0点、リーディングセクションでは＋11.0点という得点の伸
びが見られ、特にリスニングスキルの向上が顕著であった。e-learning教材導入による英語授業の効果が
特にリスニングスキルの伸びに表れたと考えられる。
　日本文学・文化学類の事前・事後テストの得点を見てみる。総合得点の平均点に関しては、事前テスト
で395.4点であったのに対し、事後テストで403.0点であったため、＋7.6点という差があり、全体的なス
コアの伸びが見られた。セクション別では、リスニングセクションでは＋11.3点、リーディングセクショ
ンでは＋4.9点という得点の伸びが見られ、国際学類同様、リスニングスキルの向上が顕著であった為、
e-learning教材を使用した英語授業が特にリスニング力の向上に有効であったと考えられる。
図5.2　2015年度 事前・事後テスト学類別平均スコア
2014-2015年度e-learning教材導入による英語教育効果の測定（河内山） 155
　心理学類の事前・事後テストスコアを見ると、総合得点の平均点に関しては、事前テストで404.7点で
あったのに対し、事後テストでは417.6点であったため、＋12.9点という差があり、国際学類や日本文学・
文化学類同様、得点が伸びたことが明らかになった。リスニングセクションで＋21.2点という際立った
得点の伸びが見られたため、前述の学類同様、英語bにおけるe-learning教材の使用効果が特にリスニン
グスキルに現れたと考えられる。リーディングセクションでは＋6.4点という得点の伸びが見られ、授業
効果が英語のリーディング力向上にも現れたことがわかった。
　こども発達学類の事前・事後テストスコアを見ていくと、総合得点の平均得点に関しては、事前テスト
で419.9点であったのに対し、事後テストでは424.8点であったため、＋4.9点という得点の伸びが見られた。
セクション別では、リスニングで＋13.9点と大幅に伸びた一方、リーディングにおいては、－2.0点という
点差となり、リーディングスキルがやや低下したことが明らかになった。当該学類の４月の事前テストの
平均スコアは、健康栄養学類、国際学類に次いで、全学類中３番目に高く、e-learning教材を導入した英語
bの授業では、比較的英語基礎学力を身に付けているが、国際学類の学生と比べて英語の学習意欲が比較
的低いと思われる学生の英語力、特にリーディングスキルを伸ばすことが困難であったことがわかる。
　次に、服飾造形学類の事前・事後テストスコアの結果を見ると、総合得点の平均得点に関しては、事前
テストで385.0点であったのに対し、事後テストで392.8点であったため、＋7.8点の得点の伸びが見られ
た。リスニングセクションでは＋14.8点、リーディングセクションでは＋2.6点という得点の伸びが見ら
れた。他の学類同様、特にリスニングスキルにおける得点の伸びが顕著であった為、e-learning教材使用
がリスニングスキルの向上に効果的に働いたと考えられる。
　健康栄養学類の事前・事後テストスコアの結果を見ると、総合得点の平均得点に関しては、事前テスト
で445.2点であったのに対し、事後テストでは436.8点であったため、－8.4点の差があり英語力の伸びは
見られなかった。セクション別では、リスニングで、－3.3点、リーディングで－12.7点という点差となり、
リーディングスキルが大幅に低下したことが明らかになった。当該学類の事前テストの平均得点は全学類
で最も高かった。2014年度に引き続き、e-learning教材を使用した英語授業が高学力の学生の英語力向上
には効果的ではなかったことが考えられる。
　生活福祉学類の事前・事後テストスコアの結果を見ると、総合得点の平均得点に関しては、事前テスト
で395.0点であったのに対し、事後テストで406.9点であったため、＋11.9点という明らかな得点の伸び
が見られた。セクション別では、リスニングで＋17.2点という顕著な伸びが見られたため、多くの学類
同様、英語ｂにおけるリスニングのe-learning教材の使用や自学自習が有効に働いたと考えられる。リー
ディングで＋8.3点となっており、リーディングスキルにおいても向上が見られた。当該学類の事前テス
トの平均得点は全学類で最低点であった為、英語の基礎学力が不足している学生が多く存在していること
が考えられる。前述の服飾学類同様、習熟度別クラスの英語授業が基礎学力の不足している学生には有効
に働いた可能性が高いと思われる。
６．まとめ
　本学の一部の英語授業では、2014年度から2015年度の2年間に渡りe-learning教材である『TOEICテ
スト演習2000コース』及び『ASL Smart Learning「TOEFL®テスト対策コース」』を使用した英語教育に
取り組んできた。e-learning導入による全学共通外国語科目である「英語b」における学習効果を、VELC 
Testによる事前テストと事後テストの得点の伸び幅によって測定し、英語授業の効果を分析した。2014
年度、2015年度の両年度とも、全学のトータルスコアの平均点が上昇した為、全般的には学生の英語学
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力が向上し、e-learningを使った学習効果が認められたと結論付けられるだろう。両年度に共通して特に
リスニングセクションで顕著な伸びが見られたため、e-learning教材の使用がリスニング力の向上に効果
的に働いたことが明らかになった。学類別に平均得点の伸び幅を分析した結果、2014年度は特に、国際
学類の学生の得点に有意な伸びが見られた。一方、事後テストのリスニングとリーディングの両セクショ
ンにおいて点数が下回ったのが、こども発達学類と健康栄養学類の二学類であることがわかった。事前テ
ストの平均スコアを見ると、こども発達学類は全学類中上位３番目に位置しており、健康栄養学類は最高
得点をとっている。また、これらの学類の学生は、全学類で２番目に高得点をとった国際学類とは、英語
への興味や学習意欲の点で劣っていると考えられる。2015年度は国際学類、心理学類、生活福祉学類を
含む多くの学類の学生の得点に有意な伸びが見られた。健康栄養学類のみ、事後テストにおけるトータ
ルスコアで点数が下回った。当該学類は2014年度に続き、事前テストで学内最高得点を獲得している為、
e-learningを使用した英語授業が高学力の学生の英語力向上には効果的ではなかったと考えられる。国際
学類の学生と比較すると、当該学類の学生の英語の学習意欲は低いと考えられ、学習成果を上げることが
できなかったのであろう。今後は、学生の英語学力を考慮しながら、彼らのモチベーションを引き出し、
英語嫌いを軽減するような授業内容を考えていく必要があるだろう。
　e-learning学習を含む学習とは、個々の学習者が自律した態度で学習に取り組むことが求められる能動
的な学習活動であるため、学習者は個々の達成目標を自ら設定し、その実現に向けて学習動機を内発的に
喚起し、維持し続けなければならない。英語学習は、英語力の育成のみにとどまらず、主体的、計画的
に取り組む態度の育成と自律学習能力を伸長させる役割も担っている。この過程が効果的に機能するた
めにも、指導者の果たす役割は極めて大きい（2012 太田）。学生の学習時間や進捗状況の把握といった
e-learning教材の利点を有効活用し、個々の学習者の指導へ繋げることによって、より効果的な英語教育
を実現することが可能となるだろう。また、英語の学習意欲の低い学生の学習動機を喚起する為の工夫が
必要であろう。就職対策としてTOEIC IPの実施の宣伝を強化したり、海外留学を希望する学生にTOEFL教
材を紹介することもその一環となるだろう。
　今後も継続的に事前・事後テストを実施することにより、2014年度から2015年度にかけて導入された
e-learning教材を使用した授業の効果を分析、調査することが可能となるだろう。本学学内ではTOEIC IP
を年３回実施しており、さらに直接的できめ細やかな新教材導入による効果の分析を行うことが必須の課
題である。
註
1 VELC Testとは、テスティング・英語教育の専門家チームが5000人の大学生被験者の協力のもと、ラッシュモデルという項目応
答理論のモデルに基づき開発した英語力診断テストである。リスニング・リーディング各60問、合計120問を70分で行うテスト。
素点による絶対評価ではなく、統計処理により標準スコアを500として結果が出される。また、VELC Testの総合スコアはリスニ
ングとリーディングのスコアの合計ではなく、総合・リスニング・リーディング、それぞれに対してスコアが算出される。
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